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「問い」の分類表を共有し、獲得できる知識を見通すための工夫
知・技

POINT 1

　社会科らしい学びにするためには、「社会的
な見方・考え方」を働かせることが重要であろ
う。社会的な見方・考え方を働かせるとは、「位
置や空間的な広がり」「時期や時間の経過」「事
象や人々の相互関係」といった見方（視点）か
ら「問い」を設け、比較や分類、関連付けなど
の思考（方法）を経て、社会的事象の様子や仕
組みを捉えることだと考えられる。そのため、
子どもたちが何に着目してどのような「問い」
を設け、どのように考えるのかを推測し、見通
した上で学習に取り組むことが重要であろう。
　そこで、学習展開の中に「問いを生む場」「協
働で解決する場」「知識を活用する場」といっ
た３つの場を取り入れた実践例を紹介する。

１　「問い」を子どもたちのものにする
　はじめに、発問の内容と獲得できる知識の関
係性を把握し、「問い」をその性質の違いから３
つに分類して明示した。授業者と子どもたちが
分類表を共有することで、問題解決的な学習過
程の中で表を参照しながら学習を進めたり、自
身の学びを振り返ったりすることを目指した。

　例えば、上の図のように「問い」の分類表を
活用しながら単元の学習計画を立てていくと、
前時までの学習内容を振り返ったり、その後の
学習を見通しながら、本時の「問い」や予想を
練り上げようと意識付けたりすることができる。
学習計画に基づいて単元全体を通して学ぶべき
学習内容を把握するとともに、個別の知識を概
念的・構造的な知識として関連付けながら習得
することで、知識の理解の質が高まるだろう。

【子どもたちと共有した「問い」の分類表】

【子どもの学習計画の入力例】

【東北地方の学習単元での社会的事象の見方・考え方の役割の図】
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展開の工夫　～３つの場の設定～
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子ども主体の学習で「学び方」を確立させるための工夫
思・判・表
POINT 2

　また、社会科の単元では「問題把握→問題追
究→問題解決」の問題解決的な学習過程が重視
されており、社会的な見方・考え方は全ての段
階で活用されるであろう。例えば、地理的分野

「Ｃ⑶日本の諸地域」における東北地方の学習
単元では、「問題把握」段階の学習計画を立て
る活動で、子どもに左下の図を提示した。学習
課題を解決するための視点と方法を把握し、問
題解決に向けた見通しをもつことで、子どもの
学習意欲が高まり、今この時間に自分が学んで
いることにはこういう意味があると常に意識し
ながら取り組むことができるだろう。

２　自分の学びを創るための協働的な学び
　問題解決的な学習過程の中で、協働的な学び
を効果的に行おうと思えば、個別最適な学びの
時間が必要になるだろう。充実した質の高い協
働的な学びを創ることが、深い個別最適な学び
を更に創り出すという「個別→協働→個別→…」
の循環が大切だと考えられる。どれくらいの時
間を使って自分で調べるのか、他者とどのよう
に協働するのか、子どもたちが自分に適した学
び方を考え、見付けられるように促すことが重
要であろう。例えば、歴史的分野「⑶ア（イ）
江戸幕府の成立と対外関係」における江戸幕府
の成立と大名統制の学習単元では、ホワイト
ボードツールを活用して、幕府と藩による支配
が確立したことを視覚的に理解する学習活動を
取り入れた。その過程で、一人一人がホワイト
ボードを作成することを通して、他者の考え方

を参照したり、考え方の共通点や相違点を話し
合ったりする中で、「なぜか」「それはどのよう
な意味があるか」「そこから見いだせる特色は
何か」といった、理解の質の高まりを意識した
問いを設定した。

３　学びを振り返りながら知識を活用する
　毎時の終末に「どのように学んだか」を記入
し蓄積することで、単元の学習活動における思
考・判断・表現の過程を経て、知識・技能が生
きて働くものとして習得されていくだろう。

【子どものホワイトボードの入力例】

【子どもの振り返りシートの入力例】

Ⅳ　中学校２学年の調査結果と指導の改善に向けて
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